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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

全国大学国語国文学会学会賞選考委員、上代文学会理事、万葉学会編集委員、日
本文学協会委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会常任
理事、古事記学会理事、国学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員

万葉文化論

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学
専攻）

博士（文学、文乙第7号）

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

万葉文化論の方法論の摸索、折口信夫の方法論の再検討

従来から取り組んできた万葉文化論の方法を援用した新書と、折口信夫論に関わる著書を上梓
できた。また『国文学』に執筆できたことは、学説普及の上で意味があったと思う。加えて、
万葉歌木簡に関する研究を進めその成果の一部を問うことができた。

おおむね教授者の本意を伝えることができたと思う。劇団ヌーダの顧問として学生指導を行っ
た。また、大学院生の個別指導を充実させ、１名に対して修士号を授与することができた。８
月に熊本県立大学において集中講義を行った。

NHK教育テレビ「知るを楽しむ」の万葉特集全四回にメイン解説者として出演した。飛鳥保存財
団の評議員や、奈良県立万葉文化館万葉古代学研究所の副所長として、社会的啓発活動を行っ
た。

国文学科の共同研究室の管理・運営のため、大きな時間を割くこととなり、一部研究に停滞を
招いた。また、出前授業のために多くの時間を割くこととなった。一部の教員に過度の負担が
かかる学内のシステムについて再考の時が来ていると思う。



① 大和三山の古代 単

②
魂の古代学―問い
つづける折口信夫
―

単

①
歌による暴力―心
性と場と

単

②
みやびの鹿とひな
びの鹿

単

③

折口信夫の小説
「生き口を問ふ
女」の論

単

①
折口信夫の小説
「生き口を問ふ
女」の論

単

②

難波津歌典礼唱和
説批判――いわゆ
る「万葉歌木簡」
研究覚書

単

①
タマとヒスイの古
典学

単

②
折口信夫と天子非
即神論

単

③
律令官人の送別宴
―餞酒について―

単

（その他）

2008年4月1日

2008年10月 季刊『明日香風』第
108号、財団法人飛鳥
保存財団

『vesta』第73号、味
の素　食の文化セン
ター

「ヌナカワとヒスイ
―講演記録―」、糸
魚川市教育委員会

2009年2月1日

（学会発表）

2008年12月1日

2009月3月

折口信夫の初紀小説が志向した
世界を大阪にはかとのかかわり
から論じた。

いわゆる万葉歌木簡の解釈につ
いて、従来の説を批判し、代案
を示した。なお、これは一つの
論争となっている。

折口信夫の万葉研究と天皇観に
ついて論じたもの。

奈良時代の官人送別のありかた
を『万葉集』や『土佐日記』か
ら論じたもの。

折口信夫の生涯をたどり、その
業績の再評価をするとともに、
研究や創作の原動力となった折
口の思惟を明らかにした書。

大和三山の真ん中に造営された
藤原宮と藤原宮時代の文学につ
いて、今日の研究状況を踏まえ
て書いた新書。

古代文学にあらわれたタマとヒ
スイについて論じたもの。

折口信夫の初紀小説にあらわれ
た霊魂を分析し、それが後に学
問としてどのように発展するか
を論じた。P.663～680

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2008年8月1日

2009月3月

講談社2008年7月

2008年8月

2009年3月

『国文学』第73巻第8
号、至文堂

新潮社

万葉歌の鹿の歌を網羅的に分析
して、そのみやびとひなびにつ
いて論じた論文。P．161～203

高岡市万葉歴史館論
集12『四季の万葉
集』、笠間書院

第三回「なにわの宮
新作万葉歌」記念シ
ンポジウム『万葉
集』誕生の道のりを
たどる、大阪歴史博
物館

歌垣研究において欠落している
観点を指摘して、その時と場を
考察した論文。P.165～172

『菅野雅雄博士喜寿
記念 記紀・風土記
論究』、おうふう

全国大学国語国文学
会、冬季大会、関西
学院大学


